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本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号、メール

アドレスを教え頂いた会社さんへお送りして

おります。不要の方はお手数ですがメール、

ＦＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さいます

ようお願い申し上げます。 

就業規則は定期的な見直しが必要です 

たとえ完璧に作られた就業規則であっても、

時間の経過とともに不都合が起きる可能性があ

ります。定期的に、出来れば年に一回は見直し

が必要です。弊事務所では、法的視点、第三者

的視点から御社の就業規則を診断します。 
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テレワーク
新型コロナウイルス感染防止策としてテレワー

クが注目を集めています。欠点は物理的な作業を

伴う職種では導入することができないことです。

しかし、事務職の多くには採用可能で、成功して

いる事例もたくさん報告されています。今回はテ

レワーク導入時の課題と対処法を紹介します。 

 テレワークとは  

テレワークとは通信技術を利用した時間や場所

にとらわれない柔軟な働き方です。働き方改革の

一環で推奨されてきました。通勤時間の削減、育

児中の人材活用やオフィス費用に削減などのメリ

ットがあります。 

 導入の課題  

メリットがあるテレワークですが、デメリット

もあり、導入には次のような課題があります。 

（１） 労働時間の把握が困難  

労働基準法では会社は労働時間に基づいて給料

を支払います。テレワーク中の労働時間は、①通

常の労働時間制、②フレックスタイム制、③事業

場外みなし労働時間制等が適用できます。国は、

テレワークを推進するために③の見なし時間制の

適用要件を相当に緩めています。要件を満たせば

みなし時間制の採用により会社の労働時間把握の

負担は少なくできます。ただし、健康面から長時

間勤務を防止する策は必要になります。 

（２） 即時の指示命令が困難  

通常の会社で行われているような、状況に応じ

て仕事の内容や優先順序を即時に変更するような

指示命令はテレワークでは困難です。短くても半

日単位の仕事を、自立して仕事を遂行し、かつ時

間管理・目標管理ができる社員に任せることがテ

レワークです。 

（３） 孤独化し易い  

通常は１人作業になりますので、社員によって

は孤独感に悩まされます。仕事の過程を示す機会

も少ないので、自分の評価に不安を覚える社員も

います。これらを取り除くために、①テレビ会議

やチャットツールなど対話をサポートするシステ

ム、②適正で透明性の高い人事評価システムが必

要になります。 

定期的に来社の日を設けて会社と社員が顔を合

わせて信頼感を醸成する工夫も必要です。 

（４） セキュリティリスク  

自宅のパソコン等の情報機器は会社に比べてセ

キュリティ面で脆弱なことが多くあります。コン

ピュータウィルスやスパイウェア等のマルウェア

を完全に阻止することは不可能です。最低限の対

策として、①最新版のオペレーティングシステム

への更新、②セキュリティソフトの導入が不可欠

です。その上で、万一感染したときの対処法を教

育しておかなければなりません。 

これらの点に配慮することがテレワークを成功

させるためのカギになります。 

 まとめ  

テレビ会議システム等のコミュニケーションツ

ールは、かなり容易に導入することができるよう

になりました。利用人数や時間に制限はあるが、

Ｓｋｙｐｅ、ＺｏｏｍやＷｈｅｒｅｂｙのように

無料で実用に耐えるシステムもあります。 

テレワークは従来の日本型の働き方を根本から

覆すパワーを秘めている気がします。課題は多く

ありますが、初めからの完璧を目指さないでテレ

ワークに適した職種に試行的に導入してみるのも

一策です。


